
図-2 粒度分布図
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市街地における泥流氾濫に関する基礎的実験と考察 
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１．はじめに  

 近年、都市化の進展に伴い、山麓市街地における土砂災害が顕著となってきており、その対策の必要性が高

まっている。このような都市化が進展した箇所で火山泥流や土石流が氾濫した結果、道路に沿った氾濫域の拡

大、建造物の影響による氾濫範囲や堆積形態の変化が災害時に確認されている。。そこで泥流災害に対する対

策の一環として都市部における泥流氾濫範囲推定精度の向上を図るため、人工構造物が集中した氾濫域におけ

る泥流の氾濫・堆積特性を明らかにするための水理実験を行った。 

２．実験方法  

 実験装置は図－1に示すように、泥流流

入部（幅 10cm、長さ 3.0m）と氾濫域（幅 1.8

ｍ、長さ 2.7m）とから構成され、氾濫域に

家屋を想定したブロック（10cm 立方体）を

設置している。泥流流入部から泥流を流入さ

せ、家屋ブロック周辺の水深、土砂堆積を計

測した。また、模型の河床勾配は一律に 5°

とした。実験は特定の地区を想定してはいな

いが、縮尺は 1/100 とした。 

 実験砂は雲仙・三宅島の泥流氾濫被災事
例で得られた火山灰を参考に、フライアッシュと硅砂の混合砂（図-2 参照）

を用いた。模型床にも火山灰が堆積した状態と想定し、実験砂を張り付け

ている。発生させた泥流は、市街地内での火山泥流の水理特性を把握する

ため、チューブポンプを用いて流量 3.0l/s の定常流（通水時間 15 分）と

し、その土砂濃度は 40％とした。実験ケースはブロック同士の間隔を

5,10,15cm と変えた３ケースおよびブロック無しの計４ケース行っている。 

３．実験結果  

 ＶＴＲから流速を計測し、ブロック範囲内外の流量について表-1 のよう

に整理した。結果はブロック間隔が狭いほど、ブロック範囲外へと流れる傾向と、逆に間隔が広くなればブロ

ック範囲内へと流入する傾向にあることがわかる。また、ブロック間隔が小さいほど氾濫域が拡大する傾向が

見られる。       表-1 ブロック間隔・範囲内外流量の関係 

ブロック間隔(cm) 

ブロック範囲外 

平均流量(ｌ/s) 

ブロック範囲内 

平均流量(ｌ/s) 

氾濫範囲拡大率 

ブロック無しを 1とする

5 1.10 1.30 1.5 

10 0.32 1.59 1.3 

15 0.19 1.97 1.2 
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連絡先 〒305-8516 つくば市南原 1-6 （独）土木研究所 ＴＥＬ029-879-6785 E-mail：sugiur44@pwri.go.jp 

図-1 実験模型図
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また、表-1 からブロック間隔が狭いとブロック範囲内の流量は減少するが、図-3 に示す流速の横断方向分

布図から流れの主流路（ここでは図-1 で示す３列目ブロックの両側）においては、ブロック間隔の大小に関

係なく同じ流速で流下する。これは、ブロック間隔が狭くなり、ブロック範囲内の流量が減少しても流れが主

流路（実際は道路部に相当する）部分において、ブロック間隔に関係なく同じ流速で流れることがある。堆砂

に関してはブロック占有面積比と堆砂量から下表のように整理した。実験ケースが少ないものの表-2 からブ

ロック間隔が小さいほど土砂の堆積が促進される傾向にあると考えられる。 

表-2 ブロック間隔・平均堆積深の関係 

ブロック 

間隔(cm) 

ブロック 

占有面積比 

ブロック 

範囲内 

堆積量(cm3) 

ブロック

範囲内 

堆砂範囲

面積(cm2)

ブロック

範囲内 

平均 

堆積深 

(cm) 

5 0.51 790 2400 0.33 

10 0.31 1515 5600 0.27 

15 0.21 2205 9600 0.23 

ブロック間隔が 5cm の場合における、縦断方向の水深を 

図-4、土砂堆積深を図-5 に示した。３列目における土砂堆 

積深が他の列に比べて大きい傾向となった。これは３列目 

の両側は図-3 に示すとおりに主流路となり流速がどちらも 

大きく、ブロックの上下流において渦流が発生し横方向の流 

速がほとんどないため土砂が堆積しやすくなったた

めと考えられる。 

４．考察  

 今回の実験において以下の点が確認された。  

・ブロックを密に配置し、抵抗が増えてもブロック範

囲内の流速の減少がほとんどないことがある。これは

流れに対する抗力の増大がブロック前部での流水の

堰あげによる動水勾配の増加によりうち消されてい

るためと思われる。 

・家屋群内において、図-3,4,5 から推測されるよう

に、土砂堆積は家屋の両側を流れる泥流の流速差によ

る局所流の影響も考慮する必要があるように考えら

れる。家屋の両側の流速差がほぼない場合には渦流が

発生し特に堆積が促進される。そこで今後の泥流氾濫

シミュレーションの精度向上においては、家屋周辺の

局所流を取り入れたモデルを検討していく必要があ

ると思われる。 
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図-3　流速横断方向分布図
（氾濫域流入地点から150cm地点）
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図-4 水深縦断図

図-5 土砂堆積深縦断図


